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２０２０年２月２８日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ二島・貨物経営自立実現ＰＴ 

政策提言策定ＷＴ第１回会合 

働く者の視点から将来展望を描いていく！ 
ＪＲ二島・貨物経営自立実現ＰＴは、ＪＲ北海道、ＪＲ四国、ＪＲ貨物が将来

に亘って地域における社会的使命を果たしつつ、自立した経営ができるだけの持

続可能な事業運営体制を構築するべく、その絵姿を明確にし、2021 年度以降の支

援の実施につなげられるよう取り組みを進めている。今後、予算概算要求や法改

正スケジュールを念頭に置きつ

つ、同ＰＴとしての政策提言を策

定していかなければならない。 

２月 26 日、ＪＲ連合事務所にお

いて、同ＰＴアドバイザーである

専修大学の太田和博教授、流通経

済大学の板谷和也教授とともに、

政策提言策定ワーキングチーム第

1 回会合を開催した。冒頭、荻山会

長からは「ＪＲ各社においては若

手・中堅社員の離職が相次いでいる」と喫緊の課題について触れたうえで、「働

く者が将来に希望を持てるようにしなければならない」と決意を語った。 

事務局から政策提言の素案を説明し、両教授らとともに、意見を交わしあった。

とりわけ、各社の経営自立の意義と方向性について意見が集中し、あらためて「働

く者の視点」からの将来展望を描くべきであることが共有された。また、各社そ

れぞれの個別的な論点にも議論が及び、学識的な知見を活かしつつ、さらに骨太

な内容とすべく検討を進めていくことが確認された。 

今後は同ＷＴの開催と並行して、同ＰＴ会合における各社へのヒアリング内容

なども踏まえながら、共同座長や関係単組代表者らとも協議し、政策提言を練り

上げていく。 

 


